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添付資料
備考

（測定方法等）
公表の可否

添付有

特性 添付無

有害性情報 添付有 ＳＤＳ

結晶構造 添付無 粉末Ｘ線回折法

凝集状態／分
散状態

添付有
添付資料１

ＴＥＭ写真参照

粒度分布 添付有
添付資料２

レーザー回折・散乱式

平均一次粒径 ｎｍ 添付無 ＢＥＴ法

製品粒径 ｎｍ 添付有

添付資料３

レーザー回折・散乱式

で測定した粒度分布

よりの中心径（Ｄ５

０）

製品形状 添付有 添付資料１

概要

１．SDSの添付

ＳＤＳ参照。

当社の代表的製品であるスーパータイタニアTMについて、分析から

ルチル型、アナターゼ型の２種類の存在を確認。

スーパータイタニアTMの測定結果：

平均170ｎｍ程度（代表値）

白色の粉末であり、

一次粒子：ほぼ球形に近い粒子

凝集形状：不定形

２．ナノマテリアルの特性

二酸化チタンの有する電子的特性、光触媒効果に加え、微粒化

由来の紫外線遮蔽効果特性を有する。

項目

一次粒子は溶着（ネッキング）と凝集しやすい性質から、製品で

の状態はほとんどが二次粒子状態である。

スーパータイタニアTMの代表的グレードの測定結果を参照。

スーパータイタニアTMの測定結果：

60ｎｍ程度（代表値）



密度 g/cm3 添付無
タップかさ密度：

ＪＩＳ　Ｒ１６２８

に準拠した測定法

比表面積 m2/g 添付無 ＢＥＴ法

表面電荷 ｍV 添付無 電気泳動法

化学組成 添付無
ＳＤＳ

ＩＣＰ分析法

その他物理化
学的特性（気孔
率、拡散、重力沈
降、収着、湿式及
び乾式移動、酸化
還元と光化学反応
の影響、土壌中の
移動性等）

添付無

製造・輸入量
（令和４年度・概
数）

製造量

　スーパータイタニアTM

　　　　　　　約30m2/g

　スーパータイタニアTM

　－40mv（ｐＨ７のスラリーでの測定

値）

３．ばく露情報

（１）製造・輸入に関する情報

　スーパータイタニアTM

　　　　　　約0.2g/cm3（代表値）

　スーパータイタニアTMの純度

　二酸化チタン　99.0％以上

凝集しやすいことから、空気中では沈降しやすい。

重金属などの不純物が少ない。

1,000-10,000 ｔ



主な用途① 用途分類 添付無

詳細分類

主な用途② 用途分類

詳細分類

主な用途③ 用途分類

詳細分類

主な用途④ 用途分類

詳細分類

主な用途⑤ 用途分類

詳細分類

製造・加工施
設及びプロセ
ス

添付有 添付資料３

労働者のばく
露情報
（ばく露対象者、
ばく露活動・時間
等）

添付無

工程からの環
境排出量

添付無

計測技術と計
測結果

添付無

リスク評価結
果 添付無

ばく露・排出
抑制対策

添付無

（２）ばく露情報

C

138

主な用途

安衛法の粉じん則に基づく作業環境測定を定期的におこない、評

価は管理区分Ⅰ（作業環境管理が適切であると判断される状

態）であることを確認している。

４．リスク評価・管理の状況

安衛法改正に準拠した作業リスクアセスメントを実施しリスク低減

を図っている。

厚労省局長通知（基発331013号）に沿った管理を行ってお

り、局排や捕集効率99.9％の防塵マスクや専用の防塵衣を使

用。袋詰め作業では、プッシュプル型局排装置により暴露低減を

はかり、作業場と外部との区画化により外部への排出を防いでい

る。製造設備においても密閉化度の向上を進めている。

原料を反応させてできたスーパータイタニアTMを捕集し、熱処理を

加えてから紙袋あるいはフレキシブルコンテナバッグに充填して製品

とするが、原料から熱処理までは密閉系であり、環境排出のないプ

ロセスである。

安衛法に則った管理（保護具、局排等）を行っている。

上記プロセスとその管理により、プロセスから排出される製品を含む

廃棄物は適正に処理を行っている。



労働者への教
育 添付無

今後の対策等
のロードマッ
プ

添付無

添付無

粉塵特別教育を実施するとともにナノマテリアルの特性および暴露

防止対策についての教育を実施。安衛法改正に準拠した作業リ

スクアセスメントの結果を従業員に説明し、周知している。

製品の袋詰めにおいては更なる改善により、より一層の暴露軽減

対策を進めて行く予定。

５．ナノマテリアルの性質等に関する事業者のコメント（ユーザに対するアドバイス等）

６．その他

電子機器部品の小型化に対して、弊社の原料用二酸化チタンの

微細化は大いに貢献しています。さらにＩＴ技術の進展により、二

酸化チタンの微粒化が望まれると考えています。この微粒子化がＩ

Ｔ技術の発展に貢献していくものと思われます。また電子機器部

品以外の用途での拡大も期待されています。





















添付資料1

100nm



添付資料2



添付資料3

酸化チタン製造工程

原料 反応 捕集 熱処理 袋詰め 製品


	（修正）ナノマテリアル情報提供発信ＰＧ様式_酸化チタン_20231023
	添付資料(SDS)_MSP_CE-JP905_スーパータイタニア_20230619
	添付１
	添付２
	添付３

